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VPS35

Vacuolar protein sorting-associated protein 35 (hVPS35) (Maternal-embryonic 3) (Vesicle
protein sorting 35)
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、液胞タンパク質選別（VPS）遺伝子群に属する。コードされているタンパク質は、レトロマー複合体と呼ばれる巨大な多量体複合体の構成要素であり、エンドソームからトランスゴルジ体ネットワークへのタンパク質の逆行輸送に関与する。この複合体を構成する酵母とヒトのタンパク質は構造的に非常に類似しており、機能も類似していることが示唆される。酵母細胞と哺乳類細胞における発現研究は、このタンパク質がレトロマー複合体の中核として機能するVPS35と直接相互作用することを示している。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：リソソーム酵素受容体（IGF2RおよびM6PR）をエンドソームからトランスゴルジ体ネットワークへ回収するために必要な複合体であるレトロマー複合体の必須構成要素。多量体免疫グロブリン受容体（pIgR-pIgA）のトランスサイトーシスの制御にも必要である。,類似性：VPS35ファミリーに属する。,サブユニット：VPS26（VPS26AまたはVPS26B）、VPS29、VPS35、SNX1、およびSNX2からなるレトロマー複合体の構成要素。VPS26AおよびVPS26Bと直接相互作用する。XPO7、EIF4A1、ARHGAP1、VPS26A、VPS29、VPS35、およびSFNとの複合体中に認められる。,組織特異性：普遍的に存在する。心臓、脳、胎盤、骨格筋、脾臓、胸腺、精巣、卵巣、小腸、腎臓、結腸で高発現する。,
	研究分野
	シグナル伝達、タンパク質輸送、小胞輸送、制御、ゴルジ体タンパク質
	画像データ
	

	VPS35ポリクローナル抗体（1:500希釈）を用いたHela細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

